
  粕 川 地 区 の 人 口 と 世 帯   

 人 口 １０，５７４人 
 男   ５，３０７人  
 女   ５，２６７人 

 世帯数  ４，１９２世帯 

 （ 令 和 ２ 年 ５ 月 末 現 在 ） 

粕川地区地域づくり協議会が管理をしてい

るあんずの実を、ご自由にお持ち帰りくだ

さい。６月後半頃に完熟をむかえると思わ

れます。 

今年度は新型コロナウイルス感染防止のた

め、残念ながら会員によるジャム作りを中

止としました。皆さんのご家庭にてジャム

作りを楽しんでみてはいかがでしょうか？

ご希望の方には公民館にて 

レシピをお渡ししています。 

①現在、現地では粕川の災害復旧工事を

行っております。工事車両等には十分お気をつけいた

だきながら収穫してください。 

②新型コロナウイルス感染防止のため、人と人との間

隔を十分とりながら収穫してください。 

③収穫した果実は、現地に放置せず全てお持ち帰りく

ださい。 

注意事項 

あんずを採っている様子や、実際に作ったあんず料

理の写真を、公民館までメールで送ってください。

館報などで紹介させていただきます。 

✉ ｄ410225＠city.maebashi.gunma.jp 

 

メール送信用バーコード↑ 

WEBでも詳しいレシピを公開中→ 

今 ま で これから 

粕川に近い粕川公

民館の使用を改め

ます。 

台風等の影響により大雨が予測される

場合に市では自主避難所を開設してお

ります。 

令和元年の台風１９号への対応の見直

しにあたり、今年度から粕川地区の自

主避難所（土砂災害対応避難所）が変

わります。 

また、避難の際には数日分の飲食物や

毛布等の寝具に併せて新型コロナウイ

ルス感染症防止の観点からマスク等の

準備もお願いします。 



Gather × Learn × Connect 

内閣府が公募で決定した「そっか。いい人生

は、いい時間の使い方なんだ。」「ワクワク・ラ

イフ・バランス」というキャッチフレーズのも

と、性別にかかわりなくそれぞれの個性と能力を

発揮できる「男女共同参画社会」の実現をめざし

ています。この機会に、自分らしい人生を実現す

るために時間をどう使っていくのか、家庭や職

場、地域で考えてみませんか。 

男女共同参画センター 電話 027-898-

6517 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、 

７月２１日（火）に開催を予定していた健康

チャレンジ教室（大胡）を中止とさせて頂きま

す。 

市民の皆様の健康と安全を第一とさせて頂きた

いと考えておりますので、ご理解のほどよろし

くお願い致します。 

なお、８月以降の教室が中止となる場合には、

市ホームページや公式フェイスブックでもお知

らせいたします。 

前橋市保健センター 健康増進課  

電話 027-220-5708 

問 問 

有限会社 粕川衛生さんから、前橋市に現金

１０万円の寄付をいただきました。 

新型コロナウイルス感染症対策のために役立

てます。 

ありがとうございました。 

写真）粕川支所での寄付受領（左：専務取締役の眞

下様 右：関口粕川支所長） 

日本社会の歴史的過程において支配者が民衆支配の

必要から、政治の仕組みとして厳しい身分制度を敷

きました。人々はその身分によって住居や職業を定

められそれを越えることは許されませんでした。こ

の身分制度において、低い身分に置かれた人々が強

制的に住まわされた所が同和地区（部落差別）とな

りました。同和地区出身というだけで、社会的な不

利益や差別を受け、基本的人権が侵害されている問

題が同和問題です。結婚や就職など日常生活の上

で、本人の人柄とは直接関係ない「生まれ」などを

理由に差別されるという我が国固有の重大な人権問

題です。この問題に対し、平成２８年１２月「部落

差別の解消の推進に関する法律」が施行されまし

た。市民一人ひとりが同和問題について一層理解を

深め、自らの意識を見つめ直すことが必要です。 

毎年夏に開催している、イベントを通じて学べる祭典「生涯フェスティバル」は新型コロナウイル

スの感染拡大防止のため、中止となりました。      生涯学習課 電話 027-210-2198 問 
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昨
年
の
粕
川
町
産
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化
祭

に
は
郷
土
の
童
謡
詩
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青
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催
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明
治
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か
ら
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二
次
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戦
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は
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の
農
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二
団
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で

あ
っ
た
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産
業
組
合
法
が
第
一
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次
と
明
治
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42
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改
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れ
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と
産
業
組
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全
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に
設
立
さ
れ
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。
粕
川
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（
当
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も
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、

中
地
区
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相
次
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で
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れ
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が
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、
中
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散
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３
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会
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て
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組
合
員
三
十
九
名
、
初
代
組

合
長
に
金
井
長
吉
氏
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次
い
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手
嶋
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作
氏
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幸
作
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と
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合
長
が
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わ
っ
た
。 

 

大
正
12
年
東
寿
寺
青
柳
興
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住
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の
積
極
的
な
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に
よ
り
、
同
年
、
組
合
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寿
寺
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台
所
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裡
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を

借
り
て
、
月
田
４
６
４
番
地
へ

移
転
、
同
所
で
開
店
し
、
購
買

販
売
を
行
っ
た
。
肥
料
や
日
用

雑
貨
な
ど
多
種
多
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な
品
目
を

取
り
扱
っ
て
い
た
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地
域
の
人

た
ち
は
、
生
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資
材
や
生
活
品

を
身
近
に
調
達
で
き
る
店
と
し

て
利
用
し
て
い
た
。
青
柳
興
敬

住
職
の
奥
さ
ん
も
店
番
に
協
力
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て
い
た
と
古
老
は
語
っ
て
い

た
。 

 

大
正
14
年
青
柳
住
職
、
無
限

責
任
月
田
信
用
組
合
理
事
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選

任
さ
れ
る
。
こ
の
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き
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を
尊
敬
し
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い
た
地
区
内
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住

民
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が
同
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に
新
規
加
入
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て
組
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の
充
実
を
一
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図
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こ
と
が
で
き
た
。 

 

星
野
孝
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が
病
気
の
た
め

組
合
長
を
辞
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し
、
後
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に
関

谷
務
三
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が
大
正
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年
組
合
長

に
就
任
す
る
。 

 

昭
和
12
年
月
田
小
学
校
の
新

築
に
伴
い
旧
校
舎
の
払
い
下
げ

を
受
け
、
東
寿
寺
の
南
４
６
５

番
地
１
の
敷
地
を
借
り
て
倉
庫

兼
事
務
所
及
び
売
店
を
建
築
す

る
。
こ
の
敷
地
は
、
東
寿
寺
所

有
の
土
地
だ
っ
た
が
、
（
そ
の

後
Ｊ
Ａ
粕
川
農
協
に
売
却
さ
れ

た
と
の
こ
と
）
関
谷
務
三
氏
は

就
任
以
来
17
年
に
わ
た
っ
て
組

合
長
を
務
め
、
組
合
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
が
、
病
の
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め
逝
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る
。 

 

後
任
人
事
の
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ
、
後
任
人
事
に
つ
い
て

協
議
検
討
さ
れ
た
が
、
粕
川
産

業
組
合
と
の
再
編
統
合
を
控
え

て
い
る
の
で
、
組
合
長
を
選
出

必
要
な
し
と
認
め
、
組
合
長
代

行
に
青
柳
専
務
理
事
を
選
出
し

た
。 

だいじょうぶ？ 一人じゃないよ  

みんないる 

      近江 珠李（粕川小２年） 

ありがとう やさしいことば  

みんなえがお 

      真藤 我琥（粕川小２年） 

小学校児童の標語をご紹介します。 （敬称略） 

※学年は令和元年度時です。 

（

本

名

興

敬

） 

月
田
産
業
組
合
と
粕
川
産
業
組 

合
合
併
の
臨
時
総
会
開
か
れ
る 

昭
和
18
年
６
月

18
日
、
月
田

組
合
事
務
所
に
お
い
て
、
合
併

案
承
認
臨
時
総
会
が
青
柳
専
務

組
合
長
代
行
議
長
の
も
と
開
催

さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
る
。 

 

ま
た
、
産
業
組
合
再
編
に
よ

り
粕
川
産
業
組
合
へ
の
合
併
に

伴
い
、
月
田
産
業
組
合
保
有
林

地
１
４
２
町
歩
す
べ
て
を
月
田

農
事
実
行
組
合
に
無
償
譲
渡
す

る
こ
と
を
決
定
す
る
。 

 

こ
う
し
て
伝
統
あ
る
月
田
産

業
組
合
も
粕
川
産
業
組
合
（
Ｊ

Ａ
粕
川
農
協
）
の
月
田
支
所
と

し
て
、
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
（
月
田
支
所
は
、

現
在
Ｊ
Ａ
粕
川
支
所
に
吸
収
合

併
さ
れ
廃
止
と
な
っ
て
い
る
） 

 

青
柳
興
敬
住
職
は
、
産
業
組

合
の
理
念
で
あ
る
「
相
互
扶

助
」
の
精
神
に
深
く
理
解
を
示

し
、
郷
土
農
村
の
産
業
や
文
化

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
足
跡
も

大
い
に
評
価
し
た
い
。 

（
文
責
宮
崎
・
記
） 
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WEB-
SITE 

８月２日（日）に予定していました「令和２年度

前橋市粕川まつり」は、新型コロナウイルスの感

染拡大防止のため、中止いたします。楽しみにし

ていた地域の皆さまには申し訳ありませんが、ご

理解いただき、次回以降の開催にご支援・ご協力

を賜りますようお願いいたします。 

粕川まつり実行委員会 

休 館 日 ＜ 木曜日 ＞  

６月 １１．１８．２５※蔵書整理による休館なし     

７月    ２．  ９．１６．２８．３０ 

●第７０回前橋七夕まつり（中止） 

 ７月１０日（金）～１２日（日） 

●大胡祇園まつり（中止） 

 ７月１１日（土）～１２日（日） 

●赤城山夏まつり（中止）８月１日（土） 

●宮城地区納涼祭（中止）８月２日（日） 

●第６４回前橋花火大会（中止） 

 ９月１２日（土） 

●乱れない心をつくる100の言葉

（植西聰）●信長聖地巡礼手帖（谷口克広）●る

るぶ気軽に楽しむ！古代史の旅（JTBパブリッシ

ング）●最高のおにぎりの作り方（樋口直哉）●

藤井恵傑作選（藤井恵）●もっと咲かせる園芸

「コツ」の科学（上田善弘）●空のあらゆる鳥を

（チャーリー・ジェーン・アンダーズ）●熱源

（川越宗一）●幻のオリンピアン（酒本歩）●流

浪の月（凪良ゆう） 

●朝顔のハガキ（山下みゆ

き）●ぼくと母さんのキャラバン（柏葉幸子）●

ゆりの木荘の子どもたち（富安陽子）●父さんが

帰らない町で（キース・グレイ）●おばあちゃん

もこどもです（いもとようこ）●ダンゴムシが

やってきた！（くすのきしげのり）●ひとりだち

するきたきつねのこども（手島圭三郎）●まんま

まんま（中川ひろたか）●虫ガール（ソフィア・

スペンサー）●もりのかばんや（ふくざわゆみ

こ） 

市立図書館粕川分館  ☎027（285）3312 

●開館時間 ＜ 平 日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時  ＜ 土日祝 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

▶ 前橋市立図書館公式YouTubeチャンネルを開設しました 

前橋市立図書館・各分館、前橋こども図書館が企画する教育読書普及プログ 

ラムやイベントの情報などを発信する「前橋市立図書館公式YouTubeチャンネ

ル」を開設しました。 

現在は、おはなしの会もこもこの人形劇「帰ってきたぜ！おおかみガブッ

チョ」を配信。 

おひさまクラブによる「おはなし会」は、当面お休みになります。 ▶ お話会 当面中止します。 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/

